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˔平成29年度子宮頸がん検診・乳がん検診

子宮頸がん検診って
どんな検査？

月に一度の自己検診も
忘れずに行なってください
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子
宮
頸
が
ん

　

子
宮
頸
が
ん
は
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル

ス
が
主
な
原
因
で
す
。
一
度
で
も
性
交
渉
の

経
験
が
あ
れ
ば
感
染
し
て
い
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
感
染
し
て
も
ほ
と
ん
ど
の
場
合
は

一
過
性
で
す
が
、
ご
く
一
部
の
人
で
感
染
が

持
続
し
、
長
期
間
を
経
て
が
ん
を
発
症
し
ま

す
。

　

早
期
の
う
ち
は
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
が
早
期
に
発
見
、
治
療
す
れ
ば
90

％
が
治
癒
し
ま
す
。

　

農
作
物
の
品
質
向
上
や
環
境
へ
の
負
荷
を

低
減
す
る
た
め
土
壌
診
断
費
用
と
有
機
質
肥

料
購
入
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

有
機
質
肥
料
購
入
費
用
の
一
部
助
成

●
対
象
者

　

市
内
で
生
産
さ
れ
た
有
機
質
肥
料
を
平
成

29
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
購

入
し
た
本
市
在
住
の
農
家
と
そ
の
営
農
集

団
●
対
象
経
費

　

市
内
で
生
産
さ
れ
た
有
機
質
肥
料
の
購
入

に
か
か
る
経
費
（
合
志
市
内
の
農
地
へ
施

肥
す
る
こ
と
が
条
件
。
ま
た
、
運
搬
・
散

布
に
係
る
経
費
は
対
象
外
）

●
補
助
額

　

購
入
に
要
し
た
経
費
の
３
分
の
２
以
内

で
、
限
度
額
１
戸
当
た
り
15
万
円
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●
提
出
書
類

　

①
交
付
申
請
書
②
領
収
書
写
し
③
請
求
書

④
有
機
質
肥
料
購
入
施
肥
実
施
報
告
書

自
分
の
た
め
、
大
切
な
人
の
た
め
に

２
年
に
１
度
は
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

多
く
の
が
ん
は
２
年
に
１
度
の
検
診

で
早
期
発
見
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
が

ん
の
中
に
は
急
激
に
大
き
く
な
る
も
の

が
あ
る
た
め
、
も
し
異
常
を
感
じ
た
ら

す
ぐ
に
医
療
機
関
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

●
申
込
方
法

　

本
年
度
の
申
し
込
み
が
ま
だ
済
ん
で

い
な
い
人
は
、
申
込
期
限
ま
で
に
各
庁

舎
・
支
所
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
30
年
度
が
ん
検
診
申
込

票
は
平
成
30
年
１
月
末
に
郵
送
し
ま
す
。

●
申
込
期
限　

12
月
28
日
㈭

申
込
期
限
が
間
近

子
宮
頸
が
ん
施
設
検
診
・
乳
が
ん
施
設
検
診

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先	
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申
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問
い
合
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女
性
の
��
人
に
１
人
が

乳
が
ん
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

　

乳
が
ん
は
女
性
が
か
か
る
が
ん
の
中
で
一

番
多
く
、
特
に
30
〜
64
歳
の
女
性
に
お
い
て

は
死
亡
率
が
最
も
高
い
が
ん
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
世
界
で
は
乳
が
ん
検
診
受
診

率
が
60
〜
80
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
日
本

で
は
40
％
台
に
過
ぎ
ず
、
と
て
も
低
い
水
準

で
す
。

　

乳
が
ん
は
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
で
95

％
以
上
治
癒
し
ま
す
。

（
①
③
④
の
様
式
は
農
政
課
に
あ
り
ま
す
）
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●
申
請
期
間

　

平
成
30
年
１
月
４
日
㈭
〜
31
日
㈬

土
壌
診
断
費
用
の
一
部
助
成

●
対
象
者

　

本
市
に
住
所
を
有
す
る
営
農
者
ま
た
は
営

農
団
体

●
対
象
経
費

　

平
成
29
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

に
実
施
し
た
土
壌
診
断
に
か
か
る
経
費

（
合
志
市
内
の
圃
場
の
み
）

●
補
助
額

　

対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内
で
、
限
度
額

は
１
カ
所
当
た
り
１
検
体
１
、
０
０
０
円
。
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●
申
請
期
間

　

平
成
30
年
１
月
４
日
㈭
〜
２
月
28
日
㈬
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元気アップ教室受講生募集
ฏ��݄̏Լ०ʹ։࠵༧ఆ

農地の不動産公売会を実施します
ɹҎલΑΓา͘ͷ͕͘ͳͬͨΓɺՈͷதͰͭ·͍ͣ
ͨΓɺͨͬΓ͢Δ͜ͱ͕૿͍͑ͯ·ͤΜ͔ɻ
ɹྗےͷਰ͑Λ࣮͍ͯ͠ײΔਓΛରͱͨ͠հޢ༧
ͷͨΊͷӡಈࣨڭΛ։͠࠵· ɻ͢ਖ਼͍͠ӡಈश׳Λʹ
͚ͯɺ݈ Γೝ༧ʹऔΓΈ·ͤΜ͔ɻͮ͘߁

ɹ߹ࢢࢤɾ٠ࢢ߹ಉͰެചձΛ࣮͠ࢪ· ɻ͢ͷ
ങ͍ड͚Λر͠ɺެചձʹࢀՃ͢Δ߹ۀҕһ
ձͷʮങडద֨ऀূ໌ॻʯ͕ඞཁͰ ɻ࣌͢։࠵
ॴ͕ܾ·Γ࣍ୈɺใࢴϗʔϜϖʔδͰ͓Βͤ͠
·͢ͷͰɺ·ͣૣΊʹূ໌ॻΛऔಘ͍ͯͩ͘͠͞ɻ

●申し込み・問い合わせ先
ɹࢧऀྸߴԉ՝ɹแׅࢧԉηϯλʔ൝ʢ߹ࢤிࣷʣ
ɹὸ���ʖ����

●問い合わせ先
ɹ੫՝ɹऩೲ൝ɹ	߹ࢤிࣷ
ɹὸ���ʖ����
ɹۀҕһձɹɹɹ	߹ࢤிࣷ
ɹὸ���ʖ����
ɹ٠ࢢۀҕһձɹὸ����ʖ��ʖ����

●と　きɹฏ��݄̍�� ʙ݄̏�� 
ɹɹɹɹɹຖि༵ɹޕલ࣌��ʙਖ਼ޕ
ɹɹɹɹɹશ��ճ

˞ຖ݄ୈ༵̎ͷΈࢪઃؗٳͷͨΊɺ
ཌͷ༵ۚʹ࣮ࢪ

●ところɹϢʔύϨεหఱ��̎֊��トϨʔχϯάࣨ
●内　容ɹஷےトϨʔχϯάίάχサイζʢೝ

༧ͱӡಈΛΈ߹Θͤͨͷʣ
●対　象ɹࡀ��Ҏ্Ͱӡಈ੍͕ݶͳ͍ਓ

ͱ͕ͳ͍ਓͨ͜͠ߨͰड·ࠓ˞
●定　員ɹઌண��ਓ
●持ってくるもの　
ɹࣨ用ӡಈۺɺචه用۩ɺλΦϧɺҿΈ

●公売予定物件ɹ˞ܭ��ච༧ఆ

◦菊池市分ɹ٠ࢢᔘਫொӬʢᶃാ����ᶷʣɺ
٠ࣣࢢொો࡚ʢᶄా���ᶷɺᶅా���ᶷɺ
ᶆా����ᶷʣɺ߹ٱزࢢࢤʢᶇా����
ᶷɺᶈా����ᶷɺᶉా����ᶷʣ
◦合志市分ɹഭʢᶊാ����ᶷɺᶋా����
ᶷʣɺݪʢᶌా���ᶷʣ

●買受適格者証明書の取得方法
ɹຖ݄��·ͰʹࢢۀҕһձʹਃॻΛఏग़͠ɺ
ཌ݄��ͷ૯ձΛ໌ূͯܦॻΛൃ͢ߦΔͨΊɺങ
͍ड͚Λر͢ΔਓૣΊʹ͓ਃ͠ࠐΈͩ͘ ͍͞ɻ

※菊池市の農地の買い受けを希望する場合は菊池市農
業委員会に申請が必要ですので、ご注意ください。

農
作
物
の
品
質
向
上
と
環
境
へ
の
負
荷
軽
減

有
機
質
肥
料
促
進
と
土
壌
診
断
を
助
成
し
ま
す
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